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学
会
動
向
〕
日
本
仏
教
学
会
本
学
会
は
昭
和
三
年
に
仏
教
系
の
大
学
、
専
門
学
校
、
お
よ
び
仏
教
学
の
講
座
を
持
つ
国
立
大
学
を
中
心
と
し
て
発
足
し
た
。
仏
教
学
系
の
学
会
で
は
最
も
伝
統
の
あ
る
学
会
で
あ
る
。
戦
中
、
戦
後
の
混
乱
期
を
除
い
て
毎
年
一
回
、
学
術
大
会
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
発
表
原
稿
は
『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
現
在
加
盟
授
は
三
十
二
大
学
で
あ
り
、
一
六
六
O
名
の
会
員
を
擁
し
て
い
る
。
学
術
大
会
に
は
各
校
一
名
乃
至
二
名
が
研
究
発
表
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
学
会
の
特
色
は
大
学
単
位
で
会
員
が
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
、
毎
年
の
学
術
大
会
に
は
共
通
テ
l
マ
を
設
け
て
、
そ
の
テ
1
7
に
沿
っ
て
各
方
面
か
ら
研
究
し
、
発
表
す
る
こ
と
で
あ
る
。
今
年
度
は
木
学
が
当
番
校
と
な
り
、
十
月
八
日
(
士
〉
、
九
日
(
日
)
の
両
日
、
五
号
館
を
中
心
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
今
年
度
の
テ
l
マ
は
「
仏
教
に
お
け
る
誓
願
」
で
あ
り
、
二
十
九
大
学
か
ら
三
十
七
名
が
二
部
会
に
分
か
れ
て
発
表
し
た
。
本
学
か
ら
は
左
の
両
教
授
が
発
表
さ
れ
た
。
本
願
思
想
の
源
流
香
川
孝
雄深
貝
慈
孝
善
導
に
お
け
る
誓
願
と
発
願
な
お
、
本
学
会
に
は
会
長
を
置
か
ず
、
各
大
学
が
廻
り
持
ち
で
学
会
の
運
営
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
本
年
度
か
ら
は
本
学
が
常
務
理
事
校
と
な
っ
て
学
会
の
運
営
事
務
を
行
な
っ
て
い
る
。
一
一
日
間
に
わ
た
る
傍
教
大
学
で
の
発
表
に
は
、
延
べ
人
数
二
百
三
十
名
を
越
え
る
会
員
が
参
加
し
、
「
誓
願
思
想
」
の
持
つ
歴
史
的
、
教
義
的
意
義
に
関
し
て
活
ρ担与
寸ー
会
動
向
発
な
討
議
が
展
開
さ
れ
た
。
現
在
ま
で
に
年
報
は
第
五
十
九
号
ま
で
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
平
成
七
年
秋
に
は
、
今
大
会
に
お
け
る
「
仏
教
に
む
け
る
誓
願
」
が
第
六
十
号
と
し
て
発
刊
予
定
で
あ
り
、
西
部
事
務
所
で
あ
る
本
学
が
そ
の
編
集
の
作
業
を
進
め
て
い
る
。
平
成
七
年
度
の
学
術
大
会
開
催
校
は
立
正
大
学
で
あ
り
、
「
仏
教
に
お
け
る
和
平
」
を
共
通
テ
l
マ
と
し
て
学
術
大
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
前
回
(
平
成
五
年
度
)
は
東
京
大
学
で
「
仏
教
に
お
け
る
聖
と
俗
」
を
共
通
一
ア
1
7
と
し
て
開
催
さ
れ
、
そ
れ
が
今
秋
第
五
十
九
号
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る。
な
お
ま
た
『
日
本
仏
教
学
会
六
十
年
の
歩
み
』
と
し
て
学
会
の
歴
史
及
び
動
向
に
つ
い
て
の
記
事
、
記
録
が
編
集
、
印
刷
の
段
階
に
あ
り
、
平
成
七
年
に
は
発
刊
予
定
で
あ
る
。
常
務
理
事
校
で
あ
る
悌
教
大
学
か
ら
は
常
務
理
事
と
し
て
呑
川
孝
雄
教
授
が
、
そ
し
て
理
事
と
し
て
高
橋
弘
次
学
長
が
出
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
日
本
仏
教
学
会
西
部
事
務
所
が
大
谷
大
学
よ
り
平
成
六
年
九
月
以
降
森
山
研
究
室
に
置
か
れ
て
お
り
、
そ
の
事
務
責
任
者
に
は
森
山
が
当
た
っ
て
い
る
。
(
森
山
記
)
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